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慢性化膿性中耳炎に対す るCefuroxime axetil

(CXM-AX)の 臨床的検討

川 端 五 十 鈴*・ 庄 司 稔 ・仙 波 哲 雄 ・田 山 二 郎

東京大学医学部耳鼻咽喉科教室

*現 埼玉医科大学総合医療 センター耳鼻咽喉科

新 しいセ ファロスポ リン系経 口抗生剤 であるCefuroxime axetil(CXM-AX)に ついて慢性化膿

性中耳炎の急性増悪症例9例 に対す る臨床的検討 を行 った。 その結果は,

1.CXM-AXの 臨床効果は有効6例,や や有効3例 で有効率67%で あった。

2.本 剤 の臨床効果 は他 のセブマロスポ リン系経 口剤に比 し優れ ていると考え られる。

3.本 剤は1回250mg1日3回 で慢性 化膿性 中耳炎 の急性増悪症 で充分に効果 が期待できた。

4.副 作用 としては嘔気 ・皮膚発疹が1例 認め られたが,軽 度 で投与中止に よ り消失 した。

5.以 上の成績 か らCXM-AXは 慢性化膿 性中耳炎 に有用 な抗生剤 と考え られ る。

Cefuroxime axetil(CXM-AX,SN407)は,1982

年 英 国 グ ラ ク ソ社 で開 発 され た 経 口用 セ フ ァ ロス ポ リン

系抗 生 物 質 で,Fig1に 示 す 構 造 式 を 有 して い る。

CXM-AXは それ 自体 には ほ とん ど抗 菌 作 用 は な く,

経 口投 与 さ れ たCXM-AXは 腸 管 内 で 脱 エ ス テ ル 化 さ

れ たCefuroxime(CXM)と して吸 収 さ れ,は じめ て

抗 菌 作 用 を 発揮 す る。

CXMの 抗 菌 スペ ク トル は 本 剤 が β-lactamaseに 安

定 で あ る の で,従 来 の経 口用 セ フ ァ ロスポ リソ剤 よ り広

く,効 果 の期 待 の で き なか ったE.coli,Klebsiellaの

セ プ ア ロ ス ポ リン 耐 性 株 やCilrobacter,Proteus,

Enterobacterに も抗 菌 作 用 を 有 す る点 が特 徴 で あ る1)。

わ れ われ は,本 剤 に つい て耳 舞 咽 喉 科 感 染 症,特 に 慢

性 化 膿 性 中耳 炎急 性 増 悪 症 の治 療 に 応 用 し,優 れ た 成 績

を 収 あ た の で報 告 す る。

1.対 象 と 方 法

1.対 象

対 象 は 昭 和59年10月 か ら昭 和60年2月 に来 院 し

た慢 性 化 膿 性 中 耳 炎 の急 性 増 悪 の患 者9例 で あ った。 年

齢 分 布は19～73歳 で,平 均43.8歳 で,性 別 で は 男性

3例,女 性6例 て あ った 。

Fig. 1 Chemical structure of CXM-AX

2.投 与方 法お よび投与量

本剤1回250mgを1日3回 毎食後に服用 させた。投

与期 間は3～14日 間(平 均7.7日)で,総 投 与 量 は

2.25～10.5g(平 均5.8g)で あ った。

本剤の臨床 効果 を検討す る関係上,他 の抗菌剤,抗 炎

症鎮痛剤な どの薬剤 の併用は行わなか った。

3.臨 床 効果判定基準

本剤の投与前後 に自覚的症状 として耳痛,耳 閉感,耳

鳴,難 聴な どを,他 覚的所見 としては分 泌 物 の量,性

状,鼓 膜発赤,鼓 膜腫脹 などを観察 した。

上記の各症状,所 見につ いて,(卅):強 度,(廾):中

等度,(+):軽 度,(-):な しの4段 階で記録 した。

臨床効果の判定 は著効,有 効,や や有効,無 効の4段

階 で行 った。

各段階の判定基準は以下 に示 した とお りである。

著効:投 与3日 以内に全身状態が回復 し,自 他覚症状

が著 しく改善 し,起 炎菌が消失 した もの。

有効:投 与期間内に全身状態が回復 し自他覚症状が著

しく改善 し,起 炎菌 の消失 した もの。

やや有効:投 与期間 内に治癒傾向を示すが,自 他覚症

状 の一部 に改善がみ られ ないもの。または起炎菌が残存

しているもの。

無効:投 与期間中,ま った く症状の改善,治 癒傾向を

示 さず,起 炎菌が残存 しているもの。

4.分 離菌お よびMIC測 定

起炎菌 を検出す る目的て耳漏 を滅菌綿棒 を用いて採取

して,で きる限 り速やかに東京総合臨床検査センターで

分離,培 養,同 定を行い,CXMの 最小発育阻止濃度

(MIC)を 測定 した。
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MICは 日本 化 学療 法 学 会標 準 法 に 従 った 。

II.成 績

慢 性 化膿 性 中耳 炎 の急 性 増 悪 例9例 に お け るCXM-

AXの 個 々の 治療 成 績 の概 要 す なわ ち,性,年 齢,診 断

名,投 与量 と期 間,総 投 与 量,検 出菌,臨 床 効 果,細 菌

学 的 効果,副 作 用 につ いてTable1に 示 した 。

本疾 患 に対 す る臨 床 効 果 は,9例 中,有 効6例,や や

有 効3例 で有 効 率67%で あ った。

細菌 学 的効 果 では,S.aureus 4株 中3株,S.epider-

midis3株 中3株,Corynebacterium,P.rettgeri,P.

inconsians,A.lowffii各1株 が 消 失 した 。

副 作用 は1例 に嘔 気 ・皮 膚発 疹 が 認 め られ たが,投 与

中 止 に よ り消 失 した 。

III.考 察

今 回,慢 性 化膿 性 中 耳 炎 の急 性増 悪 例 を対 象 と し て

CXM-AXの 治療 効果 をみ たが,検 出 菌 はS.aureusが

大 部 分 で あ った が,ほ とん どの株(91%)で 消 失 した 。

耳鼻 咽喉科領域 の起炎菌はS.aureusな どのグラム陽

性球菌 とProteus sp.,P.aeruginosaな どの グラム陰性

桿菌 があげ られ る。

本剤は,こ の点 よ り他のセファロスポ リン系経口抗生

剤以上 に優れた効果を得た。

このことは,薬 剤の特性 として溶菌作用が強いとされ

ていることが臨床効果の良さにつながったのではないか

と思われ る。

第33回 日本化学療法学会西 日本支部総会で発表 した

全国集計 の1慢性 中耳炎 の急性増悪 の臨床効果は72%で

あ り,今 回,わ れわれが検討 した臨床効果(67%)は 全

国集計 とほぼ同様 の成績 であ り,本 剤が耳鼻咽喉科領域

感染症に対 し高い有用性を もつ抗生剤 と考えられた。
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Cefuroxime axetil (CXM-AX), a new oral cephalosporin antibiotic, was clinically evaluated in 9

patients with acute exacerbation of chronic purulent otitis media.
The results were:
1. The clinical results of CXM-AX were good in 6 cases and Fair in 3 cases, the efficacy rate

being 67%.
2. The clinical effects of CXM-AX were considered to be superior to those of other oral cephalos-

porin antibiotics.
3. CXM-AX was considered to be satisfactorily effective for treatment of chronic infections in the

otorhinolaryngology in the dose of 250 mg tid.
4. As for adverse events, nausea and eruption were observed in one case each. Both of these

cases, however, were mild, and disappeared after discontinuation of administration.
5. These results suggested that CXM-AX was a useful antibiotic for treatment of chronic purulent

otitis media.


